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罪を赦す権威をもっていることを(ルカ5:17-26)
「私も幸い。あなたも幸い」と告白して励まし合う言葉が、世の中の他の人にも運ばれてともに告白する人が増えることをまず祈りたいと思います。なぜかというと、今、世の人々はイエスさまがおっしゃったとおりに疲れて重荷を背負って人生を歩いています。それは富の有無や、知識の有無とまったく関係ありません。どうにかしようとして、いろいろな工夫をし、研究もしていますが、まったく改善されていないということが歴史の証拠でもあります。しかし、そのように疲れて重荷を背負って歩きながらも、根の深いところは実は罪にあるということを知らないので、どんなに工夫し、研究しても解決にならないし、さまよい続けるしかありません。今日、特に収穫感謝礼拝をささげている兄弟姉妹のみなさんはそのように苦しみ疲れて重荷を背負ってアップアップしているその根の方は罪にあるものだということをもう一度確認していただきたいと思います。
1． 罪を赦されないと
言葉を変えますと、罪赦されない限りは人生の問題の解決や本物の幸せ、真の安らぎは得られないということです。それで、今日は私たちが信じて告白しているイエスさまに、その人生のすべての問題の解決でもあるし、真の幸せの答えでもある、罪が赦される権威はイエスさまにあるということを確認していきたいと思います。もし、私たちが罪を赦してもらえない、罪が赦されないとなると、それはどういうことなのでしょうか。聖書には私たち人間が罪人であると教えています。そして、その罪は他の方法では解決にならないものだと教えています。
1） 原罪、罪過、先祖の罪
　人間にある罪というものは大きく申し上げまして３つの種類に分けて考えられます。その根本的な罪のことを原罪と言います。実は原罪というものは、人がどのように生きるかということと関係ないその前の話です。人間は元々、神様によって神のかたちに創られた者です。それで、神様とともに神を信じる信仰を持って、神の祝福によって最高の人生を送るように創られていた者ですが、そのような人間が神に背いて神から離れることになりました。まるで魚が水から飛び出してしまったのと同じように、いのちの根源である神様から離れて、神様と絶たれるようになったということを原罪と言います。根本的にだめになるしかない問題を人は抱えるようになりました。神を離れた途端に残念ながら、目に見えない暗やみの世界を支配している、暗やみの世界の主人とも言われている悪魔、サタンというものに仕方がなく支配される存在になってしまいました。そのような状態を原罪と言います。ですから、その罪が赦されないと原罪を抱えているままの状態です。その原罪があるがゆえにこの世に生まれて人生を生きていくうちに、様々な過ち、いろいろなトラブルを起こすようになります。それを罪過と言います。私たちがだいたい罪とイメージするのはその罪過というものなのですが、それはもちろん罪です。でも、その罪過、過ちというものは程度の大きさの前に根底の方に原罪というものがあるがゆえに生じるものだということを覚えなければいけません。それから、自分自身が犯していなくても家系を流れるものがあります。先祖代々、真の神でない偶像崇拝をしたり、何かの宗教にのめりこんだりしていると、それは神に敵対するようなものになるので、その影響が家系を流れるようになります。それを偶像の罪、先祖の罪とも言います。先祖が罪を犯したので、それが私に移ったという意味ではありません。偶像崇拝の結果というものは逃れられないということです。そのような罪があって聖書には偶像崇拝をすると子孫3代４代にまで咎が報われると言われています。そういった先祖の罪、偶像崇拝の影響、結果による苦しみなどをそのまま抱えて生きるしかありません。罪を赦してもらえないということはそういうことです。それで、罪を赦されていないということは単純な話ではありません。
2） 生まれながら御怒りを（エペソ1：3）
　原罪をはじめ罪過、先祖の罪、それを抱えているまま、聖書のエペソの手紙１章３節を見ると「生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる」と言われます。生まれながら神の御怒りが留まっている状態がずっと続くのです。それゆえ、疲れて重荷を背負って人生トラブルだらけのパニックになって生きるしかありません。しかし、それがどこに原因があるのかがわかっていないまま多くの人が答えを求めつつ、また答えが得られないままさまよっているのです。罪を赦されていないということは、生まれながら神の御怒りが留まっている状態であるということをぜひ覚えていてください。単純な話ではありません。
３）空中の権威をもつ者に（エペソ1：2）
　それからエペソの手紙１章２節にあるようにこのような罪が赦されていないのであれば、その人は自分の意志や自分の努力と関係なく今も空中の権威を持つ支配者と言われている悪魔、サタンに従って人生を生きるしかありません。自分の意志と関係なく悪魔のしわざがその人の人生に現れるようになります。
４）裁きが定まっていて（へブル9：27）
　それから、残念ながらどんなに善良な人でも、どんなに幸せに生きようと頑張ったとしても罪が赦されない限りは、今申し上げたような状態のままであり、最後はヘブル９章２７節にありますように、「人間には一度死ぬことと、死後には裁きを受けることが定まっている」となります。結局はこの罪による裁きが待っていて裁かれて、永遠の刑罰のところ地獄に行くしかない運命に捕らわれるようになります。そのような運命に捕らわれている状態です。人がどんな人なのか、いつの時代の人なのか、またどこの民族の人なのか、肌色がなんなのかとまったく関係がありません。罪が赦されないとみんなこのような滅びの運命の状態であり、それに捕らわれて一歩も改善されないまま抜け出すことができないままの状態です。

５）破滅、災い、崩壊の運命に
　だから、この地上の人生を生きているときにも努力と裏腹に破滅の人生になり、富の豊かさと関係なく災いに遭うようになり、技術の発展や人の知恵の発展などと関係なく結局は崩れていく運命に捕らわれるようになります。罪が赦されなければそうなってしまうのです。簡単に申し上げると、何が何でも罪が赦されない限りは絶対に本当の幸せは手に入れることはできません。また、人生の本当の問題、本当の人生の問題の解決などは手に入れることはできません。そのように人は罪を持っている存在であり、その罪が赦されない限りはこのような人生を送るしかないのです。でも、なかなか多くの人が自分の罪を、自分が罪人であるということを認めようとしていません。実は自分が罪人だということを認めようとしないこと自体が、もう罪の本性です。逆に言いますと自分が本当に「神様の恵み以外には希望のない罪人です」と認めるようになること、それこそ神様の恵みであり、本当の人間の謙遜というのはそこにあるのです。しかも、その罪人だということも「このような罪を犯しました。こんなに罪深いことをしました」ではなくて、「根本から私は罪人です」と認めることが本当の告白であり、謙遜であり、神様の恵みであり、そこから新しい真の人生が始まるようになります。先週申し上げましたように人生のターニングポイントというものはそこにあるものです。　

　神様に用いられて大いに勝利の人生を歩いていたダビデという人はこのように告白しました。ダビデはある日、王様の立場で部下の奥さんがお風呂に入っているのを見て、シャワーを浴びているのを見て、その奥さんを呼んで奥さんと一緒に寝て、それから自分のものにするために、その旦那さんを戦場に送り出し殺してしまいました。でも、王様として当時の雰囲気や文化から見るとそれはそんなにひどいことではありません。だからダビデも気づいていません。神様の預言者がやってきてたとえ話をしながら「あなたがどれほど悪いことをしたのかわかるのか」と聞かれたときに、ダビデはそれに気づいて涙を持って神様に悔い改めました。そのときにダビデは「私はなんという悪いことをしたのでしょうか」とは告白していません。「私は母の胎の中から、根っこから腐っている罪人です」と、それが本当に罪がわかっている人の告白です。多くの人が自分の罪を悔やんで根に持って捕らわれて「なんで私はこんな過ちを犯したのか」とその過ちをデリケートにこだわる場合があります。でも、うっかりすると、それがパリサイ人式の罪意識になる可能性もあるのです。それは言葉を変えますと、「こんなに変なこと、こんなに悪いことをしてしまった。人生にこのような汚点を私は残すようになった」ということで、それ以外は大丈夫だったという意味にもなりかねないのです。だいたい罪に対してクリスチャンの私たちもそのような感覚を持つ場合があります。そういう意味では一つの罪に対してそれほど深く吟味してこだわるものではありません。逆に小さな過ちでも大きな過ちでも、その過ちというものは過ち、それ自身にこだわるというより、それをとおして、それを窓ガラスにして自分の人生そのものが根っこから罪人であることを見る機会です。人はそのように罪を持っている者です。それが神の前に立った時に聖書が教えている人間像です。人を馬鹿にするとかいう次元の話ではありません。神様はいろいろな過ちをとおして、ダビデのように他の人の奥さんを奪ったということを悔やんでいるのではなく、「なぜ私はこんなことをしたのか」と悔いているわけではありません。それをとおして自分の本性を見るようになったのです。私はどうしようもない神様の恵みの他には道がない、希望がない根っこからの罪人であったということが、そういう形で現れているだけです。それでダビデは告白しています。その事件以来「私は母の胎の内から、罪をもって宿られ生まれた者です」と告白しています。
イエスさまが当時、パリサイ人と取税人が神殿にのぼってお祈りをささげていました。パリサイ人は「神様、感謝します。あの人たちのようにこのこともしないで、こういう過ちも犯さないで、これもやっていないで守られて感謝します」というのは感謝かもしれませんが、神様からご覧になるときには愚かな者であり、傲慢の中の傲慢であり勘違いです。人間はこれもやらないで、このこともしないでそれで大丈夫だったと安心して感謝できるような善良なものではありません。取税人は自分がやった悪いことなどをとおして「自分はどうしようもない罪人です」ということがわかったので一言、「神様、この罪深い者を憐れんでください」という以外には祈りはありませんでした。人はそのように罪を抱えている者です。罪人です。それで、その罪が何かの過ちを犯してそれが罪だとそこに留まるような罪人ではありません。原罪をはじめ、いのちから離れている根本的に罪を抱えているものなので滅びの運命に捕らわれるしかない存在です。ですから、罪が赦されないというのはどんなに発展して、何を積み上げて、どんなに豊かになって、どんなに頑張って努力をしてやった、それから道徳的に悪いことを何一つ犯さないように頑張ってルールを守ったとしてもその人は滅びの運命に捕らわれたままです。何一つ人生、面白いことがないのです。罪が赦されないと。そのため、罪が赦されること、それが人にとって最大の課題、最大のテーマなのです。みなさんが努力して大統領になるのか、大学の教授になるのか、それはテーマではありません。罪を持っているままでは、教授になって崩れるようになり、金持ちになって運命の力にやられるようになりますので、先に必要なのは罪を赦されることです。人生、最大のテーマを変えてください。チェンジしてください。政治家が唱えている、叫んでいるチェンジは、そのとおりチェンジされても意味のないものであることは今までに証明されてきました。何年か前に「チェンジ、チェンジ」と叫んでも、あまりチェンジされないし、チェンジしたとしてもそれはそれで、でも、聖書が教えているチェンジは必ずチェンジしないといけません。人生最大の課題、最大のテーマは罪が赦されることです。それを知らないで多くの人が「これが大切なものなのか。こうすればいいのか。ここに行けば希望があるのだろうか。これに幸せがあるだろう」と思ってみんな点々としていますが、そこには光はありません。罪が赦されない限りは。
２．他に道はない
そして大切なのは罪が赦されない限り、人生に幸せも希望もありませんが、罪を赦される他の道がありません。
1） 泣いても、頑張っても、我慢しても
　讃美歌にもあります。泣いてもダメ、我慢してもできない、頑張ってもできない、なぜでしょうか。
２）すべての人が罪を（ローマ3：23）
ローマの手紙３章２３節には「すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない」とあります。先ほども申し上げましたように、罪は道徳的なレベルの問題ではないので、聖書はすべての人が罪人だと宣言しているので人による解決はあり得ないし存在しません。世の中にはこの罪を赦してもらえるような方法はありません。一つしかありません。
３）神の他には
天にいらっしゃる全能なる神様にのみ罪を赦す権威が与えられています。パリサイ人もそのことをわかっていました。しかし、神様の他に罪を赦してもらえる方法はありませんが、その神様が動かれました。
4） キリストをとおして（創世記3：15）
　神様が人の罪を赦すためにキリストを送ることにしました。神様のみ罪を赦すことができますが、神様が罪を赦す方法はキリストをとおして、キリストを送ることによってです。創世記３章１５節を見ますと一番最初から罪を犯してしまったアダムに向かって、人類に向かって女の子孫が生まれることによって蛇の頭を踏み砕き、（蛇は悪魔を象徴することです）私たちの罪を赦すためにかかとに噛みつかれて、血を流し身代わりとなる罪のない女の子孫、つまり、神から送られる罪なきキリストという意味です。キリストが身代わりとして十字架にかけられ、代わりに血を流され、代わりに罰せられ、代わりに呪われることによって私たちの罪がなくされ、それで罪が赦される道を備えられました。その他には罪が赦される方法はありません。人生最大の課題が本当に罪が赦されることでしょうか。みなさんが「頭が痛い、心に葛藤が無くならない」というのは、最大の課題が罪が赦されることではなく、他のどこかにあるからです。それを全部片づけて、視線を、ポイントを罪が赦されることに全部集めてみてください。それ一点に絞ってみてください。そうすると、他は方法にならない、他は方法がないということがわかります。すべてがすっきりになります。残るのは神様の救いの恵み、罪赦しの恵みの道であるキリストしか見えません。それにすべての関心が注がれるようになります。それが神様の恵みです。そのときから、人生のターニングポイントを曲がって、新しい人生を歩み始めるようになります。多くの人が罪のこともよくわかっていないので、罪が赦されることをテーマにもしなくて、また罪と唱えていても罪が良く分っていないので、他に何かの方法があるかのように勘違いするのです。聖書は言っています。人の罪というものはそのように簡単なものではない。神様の他には解決できないものです。でも、解決しないと、さっき申し上げましたとおり、滅びの運命に捕らわれているまま人生終わりが滅びるしかありません。いろいろなトラブルに巻き込まれていても、それがどこから生まれたものなのか、原因もわからないまま苦しい人生を送るしかありません。でも、その罪が赦される方法、道が世の中にはありません。世界中で私たちの罪が赦されるその道は与えたことがないと。旧約の聖書を見るとそのことを私たち理解してもらうためにこういう表現を使っています。「ヒョウの斑点がこすることによって変わったり無くなったりすることがあるのか、黒人の皮膚がとても良いシャンプーや石鹸で洗うと白くなるのか。もし、そういうことがあれば赤い罪が白くなるというのもあるでしょう」という表現をしています。それは罪は絶対に清められない、罪は絶対に赦されないもので、世の中には道がないということです。それで、神様が私たちの罪を赦すためにキリストを送ってくださったのです。キリストに罪を赦す権威があります。キリストに私たちの最大の課題、人生の本当の幸せの答え、人生の真の希望、人生の本当の問題の解決、それがキリストに託され、キリストにすべてあったのです。そのキリストが来られました。そのキリストが実は今日の聖書に登場していらっしゃる、中風の患者を癒されたイエスさまが罪を赦す権威のある、神様から送られたキリストでした。それが証明されている場面です。
イエスさまのうわさが広まって多くの人が、特に病気の人たちが治してもらおうとしてイエスさまのところに集まってきました。そこで４人の友達に連れられて寝床に横になっているまま中風の病気を患っている人が来ました。他の人の中にも彼らのような信仰を持っている人がいたでしょうが、だいたいは病気を治してもらいたい、それだけでした。彼らは病気のゆえに悩んで、そして、人生を考えているうちにイエスさまのうわさを聞いて、イエスさまが本当にこのキリストだという信仰を持つようになりました。それがあとで証明されますが、でも、人があまりにも多いので屋根に上り、瓦を少し取り除き、イエスさまが見える真ん中に寝床のままつり下ろしました。イエスさまがいろいろな人にお話をして病気を治している最中にその寝床が目の前に現れました。だいたいびっくりするでしょう。でもイエスさまはおっしゃいました。彼らの信仰をご覧になって、友達と病気の人本人の信仰をご覧になって「友よ。あなたの罪は赦された」とおっしゃいます。彼らは病気を治してもらうというのもありますが、その前に病気をとおして自分の罪がわかりました。だから、このイエスさまは罪を赦される方であることを信じてそこにやってきました。イエスさまは彼らの信仰を見ておっしゃいました。でも、これを聞いていたパリサイ人、律法学者たちは最初からイエスさまのことを正しく見ていなかったので、ひねくれてみていました。それで、イエスさまが中風の患者、しかも動けない患者を見て、「あなたの罪は赦された」と言うのを聞きながら、「神を冒とくするものだ。そういう発言ではないか。罪を赦すというのは天にいらっしゃる神様一人しかできないことなのに、あのようなことを言うのか」と心の中から彼らだけコソコソ言い始めました。それをイエスさまが察知しておっしゃいました。「何をコソコソ言っているのか。あなたの罪が赦されたと言うのと、寝床をもって起きて帰りなさいと言うのとどっちがやさしいことなのか」とおっしゃいました。なぜこのような質問をしたのでしょうか。彼らはイエスさまが何かの方法をどこかでどう学んできたかわかりませんが、いろいろな病気を治してきて人気を集めていると見ていました。そこで、動けない中風の患者がつり降ろされ降りてきたのを見て、その中風の患者は治さないで罪が赦されたというのは、神を冒とくする発言であると同時に、この中風の患者は治せないだろう。たまたま何かの方法をどこかで習ってきてやってみたと思うのですが、これだけは少し重病でこれは難しいだろうと思っています。だから、できないから、ごまかすために「罪が赦された」という言葉はだれでも言えるから言ったのだろうと思っていたのを察知されました。そこでイエスさまは今、あなたの罪が赦されたというのは単なる病気ではなく、病気より大切ではないでしょうか。彼らのその信仰を見て最高の祝福を宣言されたことなのに、パリサイ人はそのように白い目で見ていました。そこでイエスさまは「あなたの罪が赦されたというのと、この患者さんが起きて家に帰りなさいと言うのとどっちがやさしいか」とおっしゃいました。彼らが考えたときには後者の方が「起きて歩きなさい」の方が難しいと思っているのです。あなたがたが、それができないから言葉でごまかしているだろうと思っている、その難しいことを私がやれば言葉が証明されるだろうという意味で、地上で人の子が、イエスさまが本当に神様の他にはできない、人の最大の課題である罪を赦す権威があることを証明しようじゃないかということでその患者に「あなたの床をたたんで起きて歩いて家に帰りなさい」とおっしゃったら、今まで全然動けなかった人が立ち上がって家に帰りました。これはどういう意味でしょうか。中風の患者の信仰も本当はテーマではありません。患者が治って家に帰ったというのはテーマではありません。イエスさまが病気の人をたくさん治しているにもかかわらず多くの人が病気の癒しばかり見ていてイエスさまが罪を赦す権威ある人生最高の最大の課題、テーマを解き放つ、そのキリストであるということをまったくわかっていない、気づいていない中で、この５人の友達と患者はそれに気づいていたのです。そこで彼らの病気をとおしてイエスが罪を赦すキリストであることを証明しました。それがテーマです。今まで申し上げましたように他には道がありません。神の他には。神様がキリストを送って罪を赦すことにしました。でも、そのキリストが今目の前にいるイエスであるということがわかっていません。
３．イエスがキリスト
　みなさんがみなさんの救い主として信じて、その御名を呼んでいるイエスはキリストです。罪を赦す権威のある唯一の方です。それが今日の聖書をとおして神様が私たちに言いたいことです。それならば、イエスさまが本当に罪を赦される権威のあるキリストであれば、罪が赦されることのために私たちがやるべきことは何一つありません。
１）だれでも主の御名を呼べば（ローマ10：13）
聖書はこのイエスがキリストであるがゆえに私たちに向かってこのように勧めています。「だれでもイエスの御名を呼ぶ者は救われる」と。イエスはキリストです。イエスはみなさんの人生の最大の課題、罪が赦されること、その答えであるキリストです。ですから、そのイエスの御名を呼ぶ者は罪が赦されます。イエスの御名を信じて受け入れる者、その人は罪が赦されて、神の子どもになる特権が与えられます。
２）信じて受け入れると（ヨハネ1：12、5：24）
　だれでもイエスの御名を信じて、イエスを心の中に受け入れた場合は死からいのちに移るようになります。イエスはキリストです。
３）信仰により義と認められ（ローマ3：23-25）
　イエスの御名を信じることによって義と認められます。
４）滅びることなく永遠のいのちを（ヨハネ3：16）
イエスの御名を信じることによって滅びることなく永遠のいのちを持つようになります。他には何も要求されず、何も言わないし、また何もできません。イエスを信じることだけです。それが神様の恵みであり、みなさんがイエスを信じて、イエスの御名を呼び、イエスを心に受け入れると、そのイエスが罪を赦される権威のある唯一の方キリストであるがゆえに、みなさんのすべての罪が赦されます。これをゴスペル、福音と言います。
結論
私たちは今日、感謝礼拝をささげています。感謝の中の感謝はイエスを信じることによって罪が赦されました。罪が赦されていないとどうなるのか申し上げました。そのような人生がもう終わったということです。もう二度と裁きに会うことなく、罪に定められることなく、滅びることなく罪が赦されると神の子どもとして祝福の人生を歩き、天国の希望のうちに歩くような者になります。どうすれば罪が赦されるのでしょうか。罪が赦されることはイエスを信じることです。みなさんがキリストである、罪を赦す権威のあるイエスを信じました。だいたいクリスチャンの問題は自分で信じている、なぜ教会に通っているのでしょうか。イエスを信じるからでしょう。教会に通いますと、社会的な地位が上がるわけでもないし、何かのコミュニティの中に入ったのでメリットがあるからといういのは、ものすごく残念です。イエスさまを信じるから、私たちは教会に行って礼拝もささげています。それにもかかわらず信じている、耳にタコができるほど聞いているイエスがどういう方なのかわかっていません。罪を赦される方、つまり、人生ひっくり返し、新しい人生に変えられる方です。今まで、罪による滅びの運命の過去の人生をすべてなくして、私たちを解放させる方です。今日イエスさまが罪を赦す権威があるということが確認できたならばイエスを信じるみなさん、今までどんな人生を送ってきたのか、今どのような状況なのか、みなさんが偉いかだめなのかまったく関係なく、自分は最大の課題である罪が赦されたという確信と、救われた確信を持たないといけません。オンリーキリストにあって、イン・ジーザスクライスト、みなさんにある罪責感や罪に対しての重荷などは一切私たちのものではありません。原罪、根本から放り出してしまったので、そこから枝として生まれてきた罪過による罪責感などは持っていてはいけません。持つ必要はありません。何一つ罪ある人生の滅びの不幸は残っていません。それが救いの確信です。喜びを持って罪が赦された、それがもう終わってあたらし人生が私たちに与えられていますが、それに捕らわれないで新しい人生を味わっていきましょう。罪云々ではなくて、罪人を助ける人生、地の果てにまでこのイエスの御名をおあかしする光り輝く人生、それが私たちの新しい人生です。イエスを信じるとだれでもそのような人生に変えられます。罪を赦す権威を持っているから。罪が赦されるということはどういうことなのか、ぜひ覚えてみなさんに当てはめてください。２部の礼拝でも申し上げます。もっと細かく申し上げます。もう罪により人生は終わりました。罪は赦されました。みなさんがそれを根に持っているかどうかはみなさんの問題であって、イエスにあってもう赦されました。空中の権威を持つ支配者に従っていたそれが終わった、生まれながらの御怒り、それがもう終わりました。裁きは終わり、破滅、災い、崩壊の人生はもう終わりました。疲れて重荷を背負う人生はもう終わったのに私たちが信じていないからだまされるのです。罪が赦された確信を持ってください。私は救われたという確信です。ですから、何物にも捕らわれないで新しい人生、主とともに歩み、希望にあふれ人を助け、神の力が現れ、天国が保証されている新しい人生です。自分の弱さ、世の中の環境の険しさなどがまったく問題にならない、すべてを働かせて益となる新しい人生、何を食べるか飲むか着るかがテーマでなく神の国と神の義を求める新しい人生、素晴らしい人生、素敵な人生、世の中の人には真似できない格好良い人生。その人生を自分の人生だと思って方向を変えてください。なぜでしょうか。罪が赦されましたから。特に、今日は感謝祭ですが、その新しい人生のビジョンを持って真の感謝と真の賛美を持って人生を味わっていきたいと願います。それが収穫感謝祭のメッセージです。感謝せざるをえないでしょう。イエスは罪を赦す権威を持つ唯一の方です。感謝しましょう。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。私たちは本性の方から勘違いを持って人生を歩いてまいりました。罪にもかかわらず、罪人であることも気づかず、また罪を語っているときにも一つ一つの事件しかわかっていない、根本から私たちは罪人であったということ、キリストの前にそれが示されて告白します。どうかイエスの他に罪が赦される道が無いということを今日教えられました。イエス・キリストを私たち与えてくださった神様に感謝します。イエスを救い主として心に信じて受け入れた私たち一人一人は罪が赦されて、すべての暗いものが取り去られ、それから光の新しい人生に導きいれられて勝利の人生を約束されていることをありがとうございます。主がともに責任を持って天国まで保証して、証人としての最高の価値ある目的のために人生を生きることができるこの新しい人生に目覚めて歩くことができるように、一人一人を祝福してください。感謝にあふれるように、そして、すべての不信仰、思い煩い、暗やみの力が打ち砕かれるように一人一人を守ってください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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